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大和高田市地域公共交通活性化協議会 会議録 

①会議名 第８回大和高田市地域公共交通活性化協議会 

②開催日時 平成 25年 3月 28日（木） 14:00～ 

③開催場所 中和消防広域組合高田消防署２階 大会議室 

④議題 

（議事事項） 

（１）きぼう号のダイヤ設定の方針について 

（２）今後の詳細検討に向けた課題について 

（３）路線評価方法の検討について 

（４）次年度以降の協議会検討スケジュール 

（５）大和高田市生活交通ネットワーク計画（案） 

（６）その他 

⑤出席委員 別紙 

⑥事務局 市民部まちづくり振興室自治振興課 仲田課長 

 

協議経過および協議内容 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（副市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

（市民部長） 

 

 

 

ただ今から第 8 回大和高田市地域公共交通活性化協議会を開催致し

ます。本市ではこれまでに全７回の会議を行い、運行再編の計画に

ついて、いろいろな意見を頂戴しました。今回はこれまでの意見を

まとめた運行案として説明をいたします。この内容について協議の

上、承認を受ければ市へ計画案を示すこととなります。 

また、今年度の国からの補助事業である生活交通ネットワーク計画

の承認を頂き、次年度以降の検討を進めていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

年度末、大変忙しい中、当協議会にご出席いただきまして本当にあ

りがとうございます。先ほど事務局から説明がありましたように、

前回までの、きぼう号の再編案のご意見をいろいろ頂きながら、取

りまとめていき、本日ご意見を踏まえて、最終案というか、前回の

再編案をもう一度ご確認いただきます。その上で、きぼう号を中心

とした本市の交通ネットワーク計画というものを協議会で取りまと

めて、市で認可をしていきたいと思いますので、どうかご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。議事につきましては市民部長の伊東が進

行いたしますので、よろしくお願いします。 

 

議事の進行を務めます市民部の伊東でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。早速、次第に沿って進めたいと思います。まず

「1.きぼう号のダイヤ設定の方針」について、資料 1の P1～13につ



 2 

協議経過および協議内容 

 

 

 

 

 

（市民部長） 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて、事務局から説明していただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 

※事務局から 1について説明 

 

ただ今の説明について、何かご意見・ご質問ございませんか。 

 

前回の案よりもかなり良くなったではないでしょうか。さらに踏み

込んで検討したほうがいいと思うことが、乗換えの場所です。P3 に

もありますが、乗り継ぎが想定される主なバス停ということで、大

和高田駅、高田市駅、浮孔駅、市立病院、さくら荘、市役所とあり

ますが、普通の交通利便性を考えたら、できるだけバス停あるいは

駅で待たずにスムーズに乗り換えられるということを目標にするの

でしょうが、このコミバスの場合は、中心市街地で回遊もしてもら

いたい。まちに滞留して消費もしてもらいたいという目的を考える

とすれば、駅での乗り継ぎというよりは、大和高田駅ではオークタ

ウンがあるので良いのでしょうけど、例えば片塩町では、これから

市で交流施設を検討すると言われているので、待ち時間をそういう

所で過ごす。駅周辺で降ろされて次のバスを待っていても何もおも

しろくない。 

高齢者がよく利用されるバスなので、郊外から中心まではスムーズ

に、早く移動させることが大事だと思いますが、中心部では、特に

乗り継ぎの時間を有効に使って、それで 1 日が楽しくなる。人生が

楽しくなる。そういう市民がコミバスを使うと 1 日どのように過ご

せるか。特に高齢者は無料で利用できるので、とにかく高齢者の場

合は外出していただく。せっかくですからコミバスを使っていただ

き、市の中心部に来ていただいて、昔賑わっていた町を含めて、病

院や買物の帰りがてらに、ぶらぶらしてもらい、そこで消費も生ま

れることを目的とするのが、地域の活性化のためには良いのではな

いかと思う。乗換は、そういったことを意識して、片塩町に施設を

作る場合に、乗換場所も片塩町に置けばいいのかもしれませんが、

そういう観点で案内をすればいいのではと思います。 

今回、起終点をＪＲ高田駅と中井記念病院にしたことは良いのです

が、乗換場所をどこにするのかというときに、そういう案内が必要

である。P12の資料を見るとスムーズに乗り換えられると思った。例

えば高齢者の方の 1 日の過ごし方として、朝に市立病院へ行き、病

院の帰りに、まちをぶらぶらして、買物をして家に帰る。今までは

病院に行けば、そのまま家に帰るだけだったが、まちに寄ってぶら

ぶらできることを考えると、市立病院のバス停がありますが、市立

病院から中心のいろんな場所、特に近鉄大和高田駅や片塩町へのア
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協議経過および協議内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

（市民部長） 

 

 

 

 

 

 

（市民部長） 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

クセスが、どれくらい便利なのかを見ると、わりとスムーズに乗り

換えられるとは思うが、P12左下の今回提示したダイヤにある市立病

院の時刻を横に見ていくと、バスが連続して 8 時台は 2 台のバスが

隣合わせになっており、来るときには 2 台が一度に来るし、来ない

ときは 1時間以上待たなければならないのでバランスが悪い。 

市役所は午前中に 30分に 1本くらいあってバランスは良いが、あま

り意味がない。市立病院をバランス良くしたほうが良い。高齢者の 1

日の生活スタイルを考えると、さらに工夫する余地があると思う。

前の案では、さくら荘で乗り換えることになるが、さくら荘で乗り

換えを待っていても、まちの中のお店が潤うわけでもないので、こ

れはダメだと思っていたが、P12の改善案が出てきたので、これは良

かったと思う。 

さらにもう少し、どこで乗り継ぎさせるのかを考えて、乗り継ぎの

場所をサティ跡地で市が何か施設を考えるのであれば、それも連動

させて、そこを乗り換えの拠点にすることで、施設があれば有意義

に時間を過ごせるし、市民生活の質の向上に繋がると思うので、さ

らに検討を進めてほしい。 

 

ありがとうございました。乗り継ぎ場所については、鉄道駅以外に

も、まちの中の施設でできるように、バス停の整備とともに検討を

進めて、報告いたします。 

 

他に何か、ご意見ございませんか。 

なければ次の議事に移ります。「2.今後の詳細検討に向けた課題」と

「3.路線評価方法の検討」について、P14～15、一括して事務局から

説明していただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

※事務局から 2～3について説明 

 

ただ今の説明について、何かご意見・ご質問ございませんか。 

 

再編における主な課題について、内容の追加をお願いします。これ

まで協議してきたように、大和高田市内を奈良交通で運行している

バスは充分ではないと考えており、コミュニティバスと乗合バスが

同じ輸送サービスを提供することで、利用していただく住民の方に

利便性を提供していくことが大切と思っております。そういう観点

から、運行ダイヤの既存の路線バスとの間隔、整合性と併せて、前

回もお話しましたが、運賃をどうするのかを含めて、既存の乗合バ

スとの整合性という項目を追加していただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 



 4 

協議経過および協議内容 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（市民部長） 

 

（委 員） 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

（市民部長） 

 

 

 

 

 

（市民部長） 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。今後、走らせることになった場合は路線バ

スとの整合性を図り、後ほど、その他の項目で県の道路交通環境課

から改善計画の説明がありますが、課題の中に盛り込みながら、検

討を進めていきたい。 

 

他にございませんか。 

 

確認ですが、評価方法で利用状況の指標ということで、きぼう号全

体の利用者、中心市街地内のバス停利用者数という指標を設けると

なっているが、この中心市街地内のバス停利用者数は、路線バスも

含まれるのか、きぼう号だけなのか、確認させてください。 

 

今の段階で明確に考えているのは、ここでの指標は、きぼう号の利

用者数と考えます。ただ、このときのチェックとして、民間のバス

路線も含めて、お客さんの取り合いをしていないかをチェックした

上で、中心市街地のきぼう号のバス利用者数を評価指標と考えてい

ます。まずは、きぼう号の再編による影響や効果に着目した指標と

して考えております。 

 

私の意見としてお聞きいただきたい。きぼう号の再編により、きぼ

う号全体の利用者の増加は見込めると思うが、それによって路線バ

スへの影響が出ているようでは、全体として、市内のバスの利用者、

公共交通の利用者が減っていることになると、公共交通の活性化に

はなっていない。全体の利用者が増える施策を検討していただきた

いと思います。 

 

他にご意見ございませんか。 

なければ「4.次年度以降の協議会検討スケジュール」に移ります。

P16以降を事務局から、説明よろしくお願いいたします。 

 

※事務局から 4について説明 

 

ただ今の説明について、何かご意見・ご質問ございませんか。 

なければ「5.大和高田市生活交通ネットワーク計画(案)」に移りま

す。事務局から、説明よろしくお願いいたします。 

 

※事務局から 5について説明 

 

 



 5 

協議経過および協議内容 

 

（市民部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市民部長） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

ただ今の説明について、何かご意見・ご質問ございませんか。 

なければ、この形で国へ補助事業として申請していきたいと思いま

す。ご承認よろしいでしょうか。それでは進めていきますので、よ

ろしくお願いします。 

これまで、１回から８回まで活性化協議会として、きぼう号の再編

に向けた計画など、審議をしていただいた経緯についても、今後、

市に示していきたいと考えております。この件についても、ご承認

よろしいでしょうか。 

承認を頂いたということで、市へ示していきますので、よろしくお

願いいたします。今後、協議会で報告することがあれば、よろしく

お願いいたします。 

「その他」について、事務局からよろしくお願いいたします。 

 

※事務局から説明、県（道路交通環境課）より資料説明 

 

ありがとうございました。これをもちまして、第 8 回大和高田市地

域公共交通活性化協議会を終了したいと思います。本日はどうもあ

りがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

 

以 上 

 


